
 

 

相模原市立青和学園地域学校協働本部設置規約 

（設置） 

第１条 この規約は、相模原市地域学校協働活動推進事業実施要綱（令和４年４月１日 

施行）第５条及び第６条の規定に基づき、相模原市立青和学園地域学校協働本部の設

置について、必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 相模原市立青和学園地域学校協働本部（以下、Say“和”サポーターズクラブ

という。）は、地域と青和学園の協働活動を推進し、地域全体で子どもたちの成長を

支え、青和学園の教育目標の達成及び活力ある地域社会の醸成に資することを目的と

する。 

 （事務局） 

第３条 Say“和”サポーターズクラブの事務局は、青和学園内に置く。 

（事業） 

第４条 Say“和”サポーターズクラブは、以下の事業を行う。 

(1) 協働活動の計画と実践 

(2) 目的に沿った協働活動ボランティアの登録 

(3) Say“和”サポーターズクラブ会議の開催 

(4) 広報活動 

(5) 前各号に掲げる事業のほか、Say“和”サポーターズクラブが必要と認める事

業 

（組織） 

第５条 Say“和”サポーターズクラブは、以下で構成する。 

(1) 推進員（相模原市地域学校協働活動推進事業実施要綱第４条に規定する推進員） 

(2) Say“和”サポーターズクラブ事務局担当者 

(3) 協働活動ボランティア（地域住民、保護者等） 

(4) その他、第２条の設置目的達成に必要な人材、企業等の協力者 

 （役割） 

第６条 Say“和”サポーターズクラブ構成員の役割は、以下のとおりとする。 

(1)  推進員 

相模原市地域学校協働活動推進員設置要項（令和４年４月１日施行）第６条に基

づく活動を行う。 

(2) Say“和”サポーターズクラブ事務局担当者 

推進員と連携し、協働活動の計画と実践、予算関係、目的に沿った協働活動ボラ

ンティアの登録、Say“和”サポーターズクラブ会議の開催、広報活動等を行う。 

(3) 協働活動ボランティア（地域住民、保護者等） 

    推進員及び事務局担当者と連携し、協働活動を行う。 

 （選任） 

第７条 Say“和”サポーターズクラブ構成員の選任は、以下のとおりとする。  

(1) 推進員は、相模原市地域学校協働活動推進員設置要綱第４条の規定に基づき、

学校長が推薦し､教育委員会が委嘱する。 



 

 

(2)  Say“和”サポーターズクラブ事務局担当者等は、Say“和”サポーターズク

ラブ会議で選任する。 

(3) 協働活動ボランティア（地域住民、保護者等）及びその他第２条の設置目的

達成に必要な人材、企業等の協力者は、推進員及び事務局担当者で検討し登録

する。 

（任期） 

第８条 Say“和”サポーターズクラブ構成員の任期は、選任の日からその属する年度

末までとする。ただし、欠員を生じた場合の補欠員の任期は、前任者の残任期間とす

る。また、再任を妨げない。 

（会議） 

第９条 会議は、Say“和”サポーターズクラブ会議とする。 

(1) 会議の出席者は、推進員、Say“和”サポーターズクラブ事務局担当者、協働活動

ボランティア（地域住民、保護者等）とする。 

(2) Say“和”サポーターズクラブ会議は、推進員が招集する。 

(3) Say“和”サポーターズクラブ会議は、次の事項を審議、決定する。 

事務局担当者の選出、事業計画・報告、予算及び決算、規約の改廃、広報活動、その

他重要な事項 

(4) Say“和”サポーターズクラブ会議の議長は、推進員が担当する。 

（会計） 

第１０条 Say“和”サポーターズクラブの経費は、補助金及びその他の収入をもっ

て充てる｡ 

２ Say“和”サポーターズクラブの会計年度は、４月１日に始まり翌３月３１日に

終わる｡ 

３ Say“和”サポーターズクラブの収支決算は、会計監査を受け、Say“和”サポ

ーターズクラブ会議で報告する。 

（補償） 

第１１条 Say“和”サポーターズクラブ活動中の事故に対しては、相模原市市民活

動サポート補償制度にて対応する。 

（遵守事項） 

第１２条 Say“和”サポーターズクラブは、政治的活動･宗教的活動･営利目的の活

動を行わない。またこれを利用しない｡ 

２ Say“和”サポーターズクラブの構成員は、活動上知り得た学園生その他関係者

の個人情報の保護に万全を期す。また、構成員を退いた後も同様とする。 

（雑則） 

第１３条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は Say“和”サポーターズクラブ

会議の承認を得て別に定める。 

附 則 

この規約は、令和４年７月２５日から施行する。 


